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【要約]

段近の経済学・経営学では、これまでの産業集積概念よりも、空間的な十日正協力や競争関係、地j或ネット

ワークを反映する(マイケル・ポータードよって導入された) Iー産業クラスター」という視点が重幌される

ようになった"

:ilRー楽クラスター概念では、日帰り国 (80キロ程度まで)の空間的ド近接した事業所の間の協力や競争関係、

情報や知識(ナレッジ)のやけとりによるイノベーションの生起などが非常ド重要な役割を果たすコしかし

ながら、代表的クラスターの研究でも、ぞの空間的な立地傾向を詳細に分析した例は意外仁少なし、本論文

は、日本の代表的産業集積地で、あり、最近は産業クラスターとしての特質ももつようになってきた東大阪市

を例に取:')、そのG[Sデータによって、業種的特徴の情報と、空間的情:造の情報を要約する。

産業クラスターの空間的表現を産業クラスター空間とよぶことにすると、東大阪地域で、は13のそのような

空間が抽出される。計画的な工業同地と違う、典型的な白然発生的中小企業地域では、産業クラスターは意

外に見えにくい、すなわち公共交通路線からは認識 Lに〈い}[~でウ:地しているが、それは地代論によって説

明される。
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【Abstractl

In recent economical and management 岳山dics. ‘lndustrial Agglomcration‘ concepts is often 1・e単 interpre1edas 

‘Industl七11Cluster' concept which emphasizcs spatial co-ordinationら competitionsand networks (as pointed by 

Michel Porter). Although in ‘Indushial Clustcr' concept‘spa1ial co・ordinationand compelition. innovation drivcn hy 

the infonnation and knowledge exchange are important， there are few caぉestlldies about spatial品tructurcs011 l11，un 

industrial clllsters. Thus. this paper tried 10 summarize categorical and spatial characterislics rrom GlS data in case of 

Higashi-Osaka City. the famous Japanese industrial cJuster of medium and small size enterprises (， ivlSEJ. 

ln Higashi-Osaka City， 13 industrial cJuster spaces are recognizcd. [11 case 01' spontancollS agglomerutions like 
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Higashi-Osaka City， industrial cIusters are often said Lo be ‘invisible' ， from public transportation users， This location-

al tendency is explained by land rent aspects. 

[Keywords] 

Higashi-Osaka City， lndustrial Agglomeration， Induslrial Cluster‘Space， Location Theory 

はじめに

最近の経済学・経営学では、これまでの産業集積という Jj-J語よりも、空間的な相互連関や競争関係、地域

ネットワークを反映する、マイケル・ポーター等によって導入された「産業クラスターJという視点が重視

されるようになった口

産業クラスター概念では、日帰り!量 (80キロ杭度まで)の空間的に近接した事業所の問の協力や競争関係、

情報や知識(ナレッジ)のやりとりによるイノベーションの生起などが重.要な役割を果たすといわれてい

る

このように空間的近接性が重要とみられているが、代表的クラスターで集積が多い地域でも、その空間的

な構造を詳細に分析した例は意外に少ない。本論文では、1=1本の代表的産業集積地であり、最近は産業クラ

スターとしての特質ももつようになってきた東大阪市について、そのGISデータによって、業積的特徴の情

報と、空間的構造の情報を要約することができたので報告する。

以下第 I章でほ、東大阪が産業クラスターとしての特徴を有するようになってきている点を整理し、第H

章では、東大阪における産業クラスターの業極的特徴を把握し、第田章では、東大阪における産業クラスタ

ーの空間的構造を把握する。産業クラスターの空間的表現を産業クラスター空間とよぶことにすると、東大

阪地域では13のそのような空間が抽出される。

1 .産業クラスターとしての東大阪

マイケル・ポーターによれば、クラスターとは、「ある特定の分野に属し、相互に関連した企業と機関か

ら成る地理的に近接した集団である。集団の結びつきは、共通点と補完性にある (Porter[ 1998]) J 

クラスター概念がこれまでの産業集積概念と同じでなくその発展として注目されているのは、

(1) これまでの産業集積論のような単純な産業連関関係のみならず、その地域内で複雑な協力や競争関係

がうまれていること、

(2) これまでの産業集積論のようにそのプレイヤーとして企業のみに注日するのではなく、それを支援す

る公共機関、大学等研究機関、 NPOなどその他の要素が存在しその関係性を重視すること、

(3) (1) (2)の結果としてのイノベーションを重視すること、

などの視点を導入しているからである。

大阪府「東大阪市」は、東京都「大田|又|とならんで、特色ある技術を持った中小企業の産業集積地とし

て世界的に有名であるが、最近では、産業クラスターとしての特質も重要になってきた口

1 .公共と大学等研究機関ークリエイション・コア東大阪

(1)産業クラスター政策

たとえば、公共の政策として、わが固では既存集積を中心とした経済産業省の産業クラスター計画や、文

部科学省の大学を中心とした知的クラスター創成事業ーなどがあるコ

産業クラスター計画は、全国で19のプロジェクトを指定し、地域の経済産業局と民間の推進組織が中小企

業や大学の研究者等と密接な協力関係を構築し、次のような 5つの施策を展開していくものである。
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1 )地域における産学行のネットワーク形成

2 )地域の特性を活かした技術開発等の推進

3 )起業家育成施設の整備等インキユベーション機能の強化

4)商社等との連携による販路開拓支援

5 )資金供給機関との述携

近畿経済産業局関連では、

79 

1) r近畿バイオ関連陀業プロジェクトJ(NPO法人近畿バイオインダストリー振興会議・近畿バイオ産

業クラスタ一部会)、

2) rものづくり元気企業支援プロジェクトJ(ものづくりクラスター協議会)、

3) r情報系クラスター振興プロジェク卜J(財団法人関西情報・産業活性化センター・関西 IT共同

体)、

4) r近畿エネルギー・環境問度化推進プロジェクトJ(NPO-EEネット・ NPO法人近畿エネルギー・環

境高度化推進ネットワーク)

の 4つのプロジェクトがある。

この産業クラスター計両に基づいて、 1)に関連して大阪府北部の彩都 (Lhll際文化公園都市)に各種の研

究所や各種のバイオ産業のためのインキュベータを整備し、 2)に関連して、東大阪にクリエイション・コ

アというものづくり産業拠点が整備されているo

(2) クリエイション・コア東大阪

クリエイション・コア京大阪は、大阪東部地域において、中小ものづくり企業のイノベーションの促進を

目的として、東大阪市荒本北(東大阪の新都心)に整備された、ものづくりにWlする総合的な支援施設であ

る口「地域に集積する企業と大学.fiJf完機関、支援機関、 NPOとの辿燐を促進し、大学等の有する技術シー

ズの活用や情報発信力の強化を|ヌ|る 'Ji-によって、全国一のものづくり企業の集献をイIする東大阪地域のポテ

ンシャルを活かし、もの・ひと・情報の交流と融合による新事業・新産業を生み出すものづくり拠点jと規

定されているように、明らかに既存の企業のみの産業集積だけでなく、大学:・研究機関、支援機関、 NPOと

の連携というクラスターl切な発想を取り入れている。またコーデイネーターがrjl心となり、人と人、技術と

技術を結びつけることによる新たなビジネスチャンスの拡大など、総合的な支援脳策を目指している。

2003年春にオープンした北館には、 11i許・ 3階に(独)中小企業基盤整備機構、 O!i・)大阪産業振興機構東

大阪分室、東大阪市産業振興センター((財)東大阪市中小企業振興会、東大阪市経済部分室)、東大阪商工

会議所モノづくり推進室、'1'河内地崎中小企業支援センタ一、 NPO東大阪地域活性化支援機構などの行政及

びNPO等によるワンストップサービス窓口と支援機関がある。また 1 、 21~;Tが200ブースを超える企業情報

を集めた常設展示場、 41情が25........50m~のインキュベーションオフィスである。こうしたインキュベーショ

ン・スペースは他の自治体の 1T系インキュベータでも見られるが、 2004年春にオープンした市館で、は、よ

り「ものづくり j に特化した「現場j として、 1 ・ 2 階に30~45m2の小規模試作開発可能なオフィスタイプ

{55m2、80ぱ)を10室、らだ!技研究を行う実験・研究タイプを 4室、 31i皆に技術交流虫、研ー修室を整備してい

る点が大きな特徴となっている口

また、さらに南館で辻、クラスター支援機関として一番重要な、大学のサテライト研究室や産学連携オフ

ィスといった大学関連の居室を作り、大学研究者への相談や共同研究のきっかけを作っている。その例とし

ては、大阪工業大学、大阪産業大学、大阪大学、大阪商業大学、大阪電気通信大'字、大阪府立大学、関西大

学、近畿大学、関西学院大学、同志社大学、龍谷大学、奈良先端科学技術大学院大学、立命館大学など多数

がある。また、南館にはインキユベーシヨンマネージャーが常駐しており、総合的な企業支援を行っている。

このように、「クリエイション・コア東大阪Jでは、産業クラスター整備のための、「常設展示場Jrワンス

トップサービスJr国際情報受発信機能Jrインキユベート施設jの 4つの機能と、産学官連携を核とした新
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事業創出センターとしての機能を用意している υ

2.異業種交流ーロダン21とSOHLA

(1)ロダン21

異業種交流同体として有名な Iロダン 2lj は、 1997{1~ に東大阪市の公募により官立民営の異業種グループ

として充足し、その後1999年に独立したものである(誌立時は13r-Uo (fロダン21Jというネーミングは、

121世紀を考えるグループjという趣旨を、ロダンの「考える人jと 121世紀」をかけ合わせて表現したも

のである)

1999年4月、日刊工業新聞に「既存のl荷1111の掘り起こし=売れない物を売れる製!日に」が掲載され全国か

ら問い合わせがくるようになり、 1999年12月、オリジナル商品第 1号 IK-プル有」が誕生し、 2000年11月

に開催されたテクノメッセ東大阪2000に12アイテムを1111展するなど、急速μ活動を拡大してきたと

当時、 9000社近い東大阪の製造業を共有の資源として、nJr全体としてさまざまなニーズに対応できること

を目指した。製造業のネットワークを核に全国の異業種グループとの連携も考えてきたミ

代表幹事は品川降幸氏で、「モノっくりの街東大阪jの地の利をいかした|モノづくり、何でも引き受け

まっせリというキャッチフレーズで、「モノづくりの無料相談から、製造・販売まで」と、依頼者のニー

ズい合わせたきめの細:かし 1対応を行っている。

ロダン21は、組織而では、製造部会とマーケテイング部会を持ち、製造のプロによる製品開発と販売のプ

ロによるマーケットからの恨点で厳しく市場性をチェックする機能を持っており、毎月一同の例会を行う口

製造部会・マーケテイング部会立案件に応じて|組11寺行う。 2000年llH現在、正会員は21社である二異業種交

流グループとしての活発な活動を各地で講演し、各地の異業碕交流グループとのネットワークをJ広大してい

るD 他県のグループからのモノづくり相談・引き合いも多数来ている。

(2) SOHLA 

東大阪ではそのほか、東大阪宇宙開発協同制l合 (SOHLヘ)を立ち上げている。 2004年に、独立行政法人

宇宙杭空研究開発機構(JAXA) と東大阪宇市開発協同組合 (SOHLA) とで、「小型衛星伎術につ¥，-，ての協

力に関する取決めjを締結し有名な人工衛早.7"ロジェク卜を進めているのである。.JAXAは、 SOHLAが開発

を進めている小型衛星 (SOHLA-1、SOHLA-2) に対して、 JAXAが保有する小型衛星仁関する技術情

報を開示し、技術支援を行うこととなっている。 2004年 8月には悶聞における宇府開発利用の拠点としで

「関西サテライトオフィスjを開設し、地元の企業、特:に中小企業の参加を u指している♀

TI. 東大阪における産業クラスターの業種的把握

このように、東大阪のような伝統的産業集積地域も、産業振興政策上、産業クラスターとしてのとらえ方

が重視されるようになってきたといえる u

ところで、マイケル・ポーターのそもそもの産業クラスター概念では、都市|割、円帰り圏内における空間

的な集積形態が重視されている。

しかしながら、これまで、経済学・経営学iこ於し、て多くの企業研究があるにもかかわらず、空間的なアプ

ローチはほとんど為されておらず、その空間的な構造は正確には明らかになっていなかった。

筆者は、いくつかのプロジェクトで、中小企業の産業集積地として世界的に有名であれ悶西経済の重要

な研究対象地域であるこの「東大阪市j に関しては、あらゆる業種の 3 万1'1:以上の企業につ~，ミて町丁目別の

立地特性を調べアーカイプ化し、産業経済、産業集荷研究の基礎的データとして研究の目的に提供している

(図 1、凶 2、表 1)。
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表 1:東大阪産業経済地図におけるデータベース

(2003年末"""2004年3月までの登録データ)

大分類 業種数 事業所件数

01電気・ガス・熱供給・水道業 24 776 

02飲食業 81 3532 

03/J、売業 222 5804 

04サービス業 663 8687 

05不動産業 15 963 

06金融・保険業 26 681 

07官公庁 35 94 

08卸売業 160 2222 

09建設業 95 2903 

10運輸業 57 1248 

11製造業 548 9556 

12農林水産業 52 261 

13鉱業 19 95 

*-ヘcc..きnι1 1997 36822 

出典:東大阪産業経済地|ヌ|

科研プロジェクトによる我々のグループでは、すでに2003年 4 月 ----2005年 3 月のプロジェクトにお~，ョて形

成した、束大阪市内に立地する各町丁目単位、 1997業:障が蓄積されていることから、このデータベースを用

いて各種の分析を行い、東大阪において特徴的な産業クラスターの業種的集積の特徴、空間的にはどのよう

な構造をもってし aるのか?などについての分析をおこなったので、以下に報告するけ

1 .製造業の18代表的業種の抽出

まず、東大阪における製造業には、どのような特徴があるのか、を知るために、東大阪における製造業

548業種、 9556件について、件数が100以上のものを代表的業経として選んだ。表 2のように、「金属加工

(切削)Jrプラスチック加工Jr全型Jr印刷Jr金属加工(プレス・板金)Jr鉄鋼工業Jr金属工業Jrねと製

造Jr溶接業Jr金属力IJ工(研磨)JrメッキJr金網Jr紙器Jr鉄線・鋼線Jr紙工品Jrゴム工業Jr機J械工具

製造Jr縫製・加工業」の18業種がこれに相当し、この18樟だけで、総計4211件となり東大阪の全製造業の

約半数の事業所をカバーするごぞこでこれらを代表的業種とした「

2. 5因子の抽出

このデータに、|母子分析(主因子型)を行い、パリマックス回転を施して、|割有値 1以上の 5国子を待た。

表2は、絶対値0.4以マ上の代表的な因子負荷量を示したものである ltElJO 

1) r金属・金型・溶接・ゴム因子」

第 1因子ーは、金属加工(切削)、プラスチック加工、金型、金属加工(プレス・板金)、鉄鋼、金属、ねじ、

溶接、金属加工(研磨)、ゴムなどに0.6以上の区|子負荷量をもち、「金属・金型・溶接・ゴム囚チJと命名

できる。一般的な中小企業地域の金属加工を J~I~l心とした因子と考えられる「

2) r鉄線・銅線因子j

第2内子!ま、鉄線・銅線のみに0.6以上の凶子負荷量をもち、「鉄総・銅線医|チ」と命名できる士東大阪に

特有の業種の集積を表すとみられるニ

3) r印刷・メッキ・縫製因子」

第3因子は、 0.6以上の因子負荷量はないが、 0.4以 tのものから、「印刷・メッキ・縫製悶子Jと命名でき

るい第一因子が表すような「ヘビーな」工業地区ではないが、その周辺のより軽 L業的な中小企業地域を表
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4) 1紙凶子J
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第4因子は、紙器のみに0.6以上の凶子負荷量をもち、 0.4以|二のものとしては、紙工品のみあることから、

特殊な「紙囚子Jと命名できる。

5) f金網|羽子J

第 5因子は、金網のみに0.6以上の因子負荷量-をもつことから、「金網因子」と命名できる c

以上をまとめると、因子負荷量0.6以上のレベルで、困子の過半にあたる 10因子が第 1因子に統介されて

いることから、東大阪の産業構造では、第 1 凶 ~rが一般的な中小企業地域の「金J1，.n; .金型・溶接・ゴムJな

どのベーシックな産業クラスターを表現し、 r!1心にあり、その1/8;立に、より軽工業1'10な集積を表す第 31卦子

(f印刷・メッキ・縫製」と、特徴的な第 2因子 (f鉄線・銅線J)と第 5国子 (f金制J)があり、最後!こ、非

常に特殊な第 4因子 (1紙J)が追加されていると判断できる。すなわち、主要なjJ(]-j三が 1つあり、その周辺

に4つの副次的な|母子が存在しているといえる ζ

表 2:東大阪市における製造業のうち件数100件以上の代表的18業種およびその因子分析による要約結果

IT~子負荷行タIJ

主要18業種 件数 順位 第 1囚子 第21AI了- 第 3fA]子 第4因子 第51刈f

金属加工(切l'iIl) 661 1 0.837 

プラスチック加工 505 2 0.689 

金型 342 3 0.779 

印刷 296 4 0.458 0.413 

金属加工(プレス・板金) 292 5 0.783 

鉄鋼工業 292 5 0.766 

金属工業 289 7 0.765 

ねじ製造 224 8 0.682 

溶接業 217 9 0.792 

金属加工 ({iJfl存) 172 10 0.669 

メッキ 143 11 0.540 0.468 

金網 120 12 0.745 

紙器 116 13 0.481 0.632 

鉄総・銅線 115 14 0.668 

紙工品 111 15 0.458 

ゴム工業 109 16 0.610 

機械工具製造 107 17 0.432 0.477 

縫製・加工業 100 18 0.406 -0.461 0.496 

総計 4211 

凶子の解釈
金M・金型・ 鉄線・制紺! 1=]J，IfillJ .メッ 組t 金品|司

※主成分分析・パリマックス[11ドl示後
i制定・ゴム キ・縫製

来絶対値0.4以上のものを表示

m.東大阪における産業クラスターの空間的把握

1 .東大阪における産業クラスターの56集積地区と13の産業クラスター空間(集積地区の集合)の抽出

上記で確定した、製造業の j:.要18業種からみて、それを20f'1:以 1".もつ56目rT[1を集積地区としてGIS上で

同定した(凶 3んすると、|ヌ13のように、それらは独立にイバL:するのではなく、互いに隣接しており、

DID幽定と]fi'Jじ原用により、 h.¥'、に隣接する j也|足をまとめることができる。このよう μしてえられる塊が、
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産業クラスターの空間的表現と考えられるので産業クラスター空間とよぶことにする。すなわち、東大阪市

域には、 13の空間的クラスター空間が存在することじなるc

表 3は、このようにして同定された、 13のクラスター (CL1からCL13と命名)について、その名称と主

要因子・得点による特徴付けをおこなったものである。各町丁目がもっ因子得点は、最大のものと第 2位のも

のを表示している巳

これをみると、 10以上の町丁目からなる大規模な集積を示す大クラスターは 3つあ:')これをCL1 ..._ 3と

する。これにつ~. ~で、 2---4 の町 r日からなる巾規模クラスターは 4 つありこれをCL4..._ 7とする。さらに

1つの町丁目のみからなる小クラスターは 6つありこれをCL8 ..._ 13とした。各クラスターは、代表的地名で

命名した。

図 3: GISで表現した東大阪市内の産業クラスター空間
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表 3:東大阪市において製造業主要18業種の20件以上の集積をもっ56町丁目に関する個別件数と

第1位・ 2佐の因子得点を空間クラスターごとにまとめたもの

空間クフ 優勢な
IlIf J '1:1 1 1大|子 21司子 31玉!-Jこ 41kl (- 51太1-]'- 件数 l順位

スター名称 |大|子

CL 1 [品井ffl]11大l子 ) 11 f)~--' J I 1 3.76317 2.81714 66 4 
森~i1Jl'、j京一二 r川 .93527 .G929G 21 49 
IJ4'Jj{本辿(14'-'，-1'11 1.17885 1.00546 27 37 

2 [tJ子 If:j )HII 6.68432 1.70849 6:-3 7 

3 [T¥[了- 高 nHI'I'.-~ JlI .54497 5.96060 30 32 
，¥'/) )1:111'1'1'4 -1'1ヰ 1.13798 4.77935 44 12 

，¥，:j JI~I U ~泊""11 1.82970 1.92937 26 40 
，':ij ) 1: U Illlj '，-r 11 .73537 1.94698 23 46 
l::りHIJ州1'4-J -11 2，35569 3.74490 30 32 

新トヰ多 2，72970 3.52446 54 9 

41可子 森~IiJI人j 京， Ji:-I 2.97565 9.50156 63 5 

~~iIJIJ'JI'4' 'T 11 2.51552 8.19005 47 11 

自JI:U11>:活問 rll .74699 1.55866 21 49 

I'lj山本通州 'TI=I 2，00960 2.06981 34 25 

長'l:t_~， J '11 1.08050 2.13392 27 37 

CL2[衣摺] 111:1子 衣m'， rll 1.29541 .97533 29 36 

.t:dN1I， r 11 4.90671 3.47784 63 5 

AirI六 rLI 6.76157 1.90753 60 8 

柏川本IlIf 1.61589 1.29807 33 26 

打1111114''JTI .93940 .67768 22 48 

相111山i-~ JTI 7.69819 .79422 72 3 

打111II!Y' :， r Icl 2.14020 ヘ25683 24 44 

渋)11111)'.'. Jil 3.66275 .11574 41 14 

渋JIIIII]'': fll 4.14387 ー，68425 40 十大j出rHli. J' LI 2.52621 .51996 30 
l，J:llIf _:， J'II 1.67160 1.27550 30 32 

CL 3 [枚岡] 1 1主|子 今*--.'， J'II 1.84200 1.73838 40 18 

}JII納 li.Ji 1 2.77907 2.43502 41 14 

JIIIIIIILj JTI 1.77284 .54750 32 28 

211¥[-]'-'j{IIIT l.G7808 13.62789 98 1 

リVlJUf .63478 2.86189 32 28 

水;1-'J'U 1.32037 1.18339 26 40 

*，1・二 J'VI 2.51796 2.39759 39 ワ2

IJ'iィ~Î I)Jprf;'\ rrl 3.43588 .67738 21 4499 1 

3 131子 今米， J'FI .09724 1.16590 21 

5 [t~1 子 }J11納1'4，'FI 3.04563 4.18797 50 10 

新IlIf 2，95689 7.35822 31 30 

CL4[楠根] 1 ~I子 f1ijfH-' r rI 3.01588 .46563 37 23 

稲川新IlIf二J'U 1.78935 .09659 25 43 

3位卜f-f:1制H二 fll 4.15382 :3.00542 41 14 

拙似二二]'11 4.66153 2.4078s 40 18 

CL 5 [御厨] 1 [J(I子 制l臣、j 2.49166 1.74555 42 13 

仰がf~~ . ri 1 1.63128 .87883 33 26 

制JKJ:fllLjノ11Ij" 2.02979 .85334 21 49 

新家 2.23821 1.08022 40 18 

CL6[菱uJ3 LJ，]-]三 &iI .69911 1.79491 26 40 

連~T 'Jiー| 7.11944 .97290 31 30 

CL 7[苦江東]1国子 {~i~I 京 III JlßlT ~I 3.39674 2.42290 41 14 

raI京IlIf/， J'I 1 2.94836 1.70222 36 24 

51~1子 {'fiI東11Ij"Ii. -，. LI 1.12652 1.19606 20 55 

CL 8 [鴻池] 1因子 j再j池怯utttlUf 1.48366 1.04683 21 49 

CL9[箕輪] 4因子 箕輪 1.69646 1.89948 27 37 

CLlO[布市] 5囚子 (Iir!illlf -， T 11 .86101 2.29675 20 ;);) 

CLll[友井] 3閃子 反)1::，-'，-1'11 1.25518 1.28203 23 46 

CL12[玉申] 11主i子 1~IIHIIT* → rll 7.17742 2.22669 88 2 

CL13[池島] 21大l子 池J;JllIf三ru 1.42286 .78388 24 44 
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2. 13の産業クラスター空間の因子特性

(1)大クラスター

1) CL 1 r高井田クラスター」

CL 1は、地域的に(ま、市域北西端の森河内・川俣地区からその南側の内)1二川駅までに集積しており、中

心的地名をとって r"，¥'lj}1二川クラスター」ということができるo 各町 fllの優勢な凶子得点は、第 1因子から

第 4因子までバリエーションに??fんでいるが、第 31:Js1子がやや世il，.¥o 大阪市の城東|亙・東成区からの初期の

工業のしみだしによって成立した空間的クラスターで、軒工業から重工業まで多様な業種構成が特徴といえ

る。

2) CL 2 r衣梢クラスターJ

CL2は、地域的には、 ili域南西端の衣摺・作|岡地|互に集積しており、'1'心的地名をとって「衣摺クラス

ター」ということができる。各町丁目の優勢な因子得点は、第 1因子で、中小企業地域に典型的な、金属加

工関連(金属・金型・溶接など)の最大の集積クラスターである。大阪市制IJでは千野区に接し、大阪八尾線

や城東貨物線の沿線の L業的な用途地域であるo

3) CL3 r枚同クラスター」

CL3辻、地域的には、市域東部の古くは枚岡と呼ばれていた地域で、新石切駅・阪神高速に近い宝町・

弥生町・新町・水走等の地区を中心とし、市域を南北に貫く大阪外環状線の近くの加納・今米まで集積がの

びており、中心的地名をとって「枚岡クラスター」ということができる。各111fT日の優勢な因子得点に法、

第 1、2、3、5国子があるが、主要なものは第 2因子であるc このうちでも第 21&子と第 5内子が、この

地区の特徴が「鉄線・銅線Jr金網jの集積にあることを示している。

この 3者が大クラスターであり、東大阪では、市域の西部に 2つ、収書ISに 1つ、大きなクラスターが存在

しているといえる口

(2) 中クラスター

その間の国道・府道ぞいに、中規模なクラスター、小規模なクラスターが}.I.lぱ1:している口

4) CL4 r楠根クラスター」

CL4は、地域的には、市域西部の旧大阪中央環状線ぞいの楠根地区にあり、 r1'心的地名をとって「楠根

クラスターJということができる。倒子得点の特徴としては第 3因子が高いことで、直ぐ近くの「高井田ク

ラスターJと似ており、その延長的性格をもっているといえる。

5) CL 5 r御厨クラスターJとCL6r菱江クラスターJ

CL5とCL6は、いずれも地域的には、市域中央部を東西に貫く大阪枚同奈良線(通称:産業道路)に面

しており、 qJ心的地名をとってそれぞれ「御厨クラスターJr菱江クラスターjということができる口因子

得点の特徴としては、 CL5は第 1因子が圧倒的に優勢で、 CL3とともに典型的な金属加工工業集積地とし

ての性格をもっているといえる。これに対しCL6は第 3悶子が強く、 CL1やCL4と似ているといえるコ

6) CL 7 r若江東クラスターj

CL 7は、地域的には、1fT域南部の大阪東大阪線ぞいの若江東地医にあり、 '1'心的地名をとって「若江東

クラスターJということができる。因子得点の特徴として第 1因子が多く、 CL3やCL5とともに、ベーシ

ックな金属加工の性格が姐円、ことがわかる口

(3)小クラスター

CL 8 ......CL13は単一地区からなり、それぞれ表 3のような特徴をもっている。 CL8とCL12では第 1因子、

CL13では第 2因子、 CLl1では第 3凶子、 CL9では第 4因子、 CLlOでは第 5囚子が優勢である=



小長谷一之「東大阪にお ~tる産業クラスター空間の抽出J 87 

au-
-'・

i

引
M

.

E

・
-

E

E

---
二そ'I!i殺崎署

ー‘ー??五戸線
可・・.. 

近鉄奈良線

-

噂輯第1因子
{金属・金型・

溶接・ゴム)優位

3大クラスター
C L 1 高井田クラスター、 CL 2::衣鍵クラスタ一、 CL 3 :;枚岡クラスター

4中クラスター
CL4:捕根クラスター、 CL5:御厨クラスタ一、 CL6:菱江クラスター、 CL7:若江東クラスター

6小クラスター
Cし日 鴻池クラスタ一、 CL9:箕輪クラスター、 CL 1 0 ::布市クラスタ一、
C L 1 1 友井クラスタ一、 CL 1 2 :玉串クラスタ一、 CL13:池島クラスタ-

.，.，~第 2 因子 ー...第3因子 h・・'第4因子
的セ~~ .J鉄線・銅線) . ・(雌・印刷l・ . ・(紙製思)
圃・・'箇優位 ー..圃メッキ}優位 ・...優位 訟352Eア

図4:東大阪における産業クラスター空間の情報の因子による要約

3.東大阪における産業クラスター空間(空間的な産業クラスター)の立地特性

~14 は、こうした13個の産業クラスター空間の空間的な構造をみようとしたものである。

中小製造業のもっともコアにあると忠われる典型的業種である金属加工を表現するのは第 1因子である

が、東大阪では、この第 1因子が優位にある 5つのクラスターは、 TlyJ或の南部から中部にかけて広がってい

る。特に衣摺地区 (CL2 )が最大の集積で、これについで大|夜中央環状線と大阪枚阿奈良線(産業道路)

ぞ、いの御厨地区 (CL5)、鴻池地区 (CL8) 、さらに南部の大阪東大阪帝京ぞ~，、の若江東地区 (CL 7) と玉串

地区 (CL12)の 5ヶ所がある ι これらは、金属加工・金型・溶接・ゴムなど、東大阪中小企業地域の中核

にある典型的業種が純粋に集中している地区であるとレうことができる。

これに対して、市域北西部の高井田地区 (CL1 )や楠根地区 (CL4)は、多様な業種構成をもちながら

も第 3同子が優位にあり、大阪市内の工業がしみだしてくるプロセスもあって、いわゆる純粋の金属加工の

みならず、印刷、縫製、メッキなど多様な軽工業も組み合わさった線維な組成をもった産業クラスター空間

となってし aるということカfできる。

逆に、市j或束部、とくに東部を南北に貫く大阪外環状線ぞし aの枚岡地区 (CL3)と池島地区 (CL13) で

は第 2因子が、布市地区 (CL10) では第 5因子が優位にあり、鉄線・ ffil司線・金網などの特殊な業種が集積

した産業クラスター空間になっているといえる c

GISによって得られた産業クラスター空間の立地特性を、東大阪の事例をもとに要約してみる=図 5のよ

うに、通常は、市域を主要な鉄道路線が通っており、駅前の商業地を 1=1二1心に地代がもっとも高く、そのまわ

りに混在した住宅地が広がっているという構造である。鉄道路線の問を同道や県道がうめているが、その沿

線に産業クラスター空間がはりっき、産業道路となるとし‘う傾向が一般的である。これは地代条件、交通条
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件からも¥， lえることであるが、このような伝統的な産業地域形成のプロセスを jJ}認する形で用途地域規制も

設定されて1..，')ることが多く、結果として、地代条件、都市計両的なゾーニング条{午などからも、同 5のよう

な構造が支持できる。

よく、「京大阪市や(東京郎)大田区は、|任界的に有名な中小企業の街だそうですが、どこにあるのでし

ょうか?よく見えませんね」などといわれ、¥， lわゆる産業クラスターは、 ;it倒的には「見えにくい街jとさ

れているが、それは、このような地代条件や形成プロセスから、鉄道カ‘らははえず、主要鉄道や幹線の聞の

産業道路やその奥のf:hr>{μ仔在しているからであるといえる口

{追記]

鉄道

産業クラスター空間
司企 .企 .~. 

-.j， .... a:，-..-十γ1---国道・県道(産業道路)
可ー _ . .  

.~、 .ada
v十ー.-・二回，・:;-，_.，・司'

鉄道

圃園田国道・県道(産業道路)

図 5 :産業クラスター空間の立地傾向

本研究にあたっては、文部科学省科学研究補助金基盤(:¥) (岡部篤行代表)r大学11¥1述携分散白偉型・地理データ基盤

システムの開発研究jおよび、文部科学省科学研究補助金基盤 (S) (藤田昌久代夫)r抱雑系空間経済学の構築と琵屡J

を使用 Lた。

[注]

(注 1)本研究では多変111:解析をijll.るが、産業クラスターと、多変量解析におけ'るクラスタ一見、祈とは直接の関係はな

、.
し
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